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平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
賛
否
討
論

反対討論 賛成討論
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
平
成
29
年
度
は
、
第
６
次
府
中
市

総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
り
、
当
初
予
算
額
は
大
規
模

事
業
に
投
資
的
経
費
が
投
入
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
過
去
最
大
の
１
０
４
６

億
円
で
あ
っ
た
が
、
決
算
額
は
更
に

当
初
予
算
額
を
超
え
て
い
る
。

　
個
人
市
民
税
の
収
入
が
減
少
し
て

い
る
中
、
市
は
医
療
等
の
社
会
保
障

に
係
る
経
費
、
各
種
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
対
応
す
る
た
め
の
経
費
が
増

加
し
て
い
る
と
し
て
、
厳
し
い
財
政

状
況
と
の
認
識
で
あ
る
と
い
う
。

　
大
規
模
事
業
に
は
多
大
な
投
資
を

し
な
が
ら
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た

部
分
は
受
益
者
負
担
と
い
う
考
え
の

も
と
、
市
民
に
負
担
を
求
め
る
方
向

性
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
判
断
し
、

本
予
算
に
反
対
す
る
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
団

　
平
成
29
年
度
は
、
府
中
駅
南
口
再

開
発
事
業
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
で
市
債
額
が
大
幅
に
増
加
し

て
お
り
、
３
大
事
業
の
同
時
推
進
が

市
財
政
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
決
算
に
お
い

て
は
、
基
金
残
高
が
６
４
２
億
円
の

過
去
最
高
額
と
な
っ
て
い
る
。
一
方

で
、
市
は
、
公
共
施
設
の
使
用
料
を

見
直
し
、
原
則
無
料
で
あ
っ
た
公
民

館
等
も
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ

き
有
料
化
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
社
会
保
障
の
削
減
な
ど
か
ら
市
民

の
暮
ら
し
を
守
り
、
住
民
福
祉
の
増

進
を
図
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
た

め
、
豊
か
な
財
政
力
を
市
民
生
活
優

先
に
生
か
す
市
政
へ
の
転
換
を
求
め
、

本
予
算
に
反
対
す
る
。

府
中
市
議
会
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
平
成
29
年
度
は
、
ハ
ー
ド
面
と
し

て
、
府
中
駅
南
口
再
開
発
事
業
や
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
な
ど
の

大
規
模
事
業
が
一
段
落
つ
い
た
一
方

で
、
ソ
フ
ト
面
で
の
充
実
も
図
る
た

め
、
重
症
心
身
障
害
者
（
児
）
在
宅

レ
ス
パ
イ
ト
事
業
な
ど
の
新
規
事
業

を
始
め
た
年
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
は
ぐ
」
の
開
設
や
市
空
家
等
対

策
計
画
の
策
定
、
一
般
社
団
法
人
ま

ち
づ
く
り
府
中
に
よ
る
竹
あ
か
り
の

実
施
な
ど
、
評
価
で
き
る
施
策
を
数

多
く
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
府
中
の
良
さ
、
強
み
を

未
来
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、「
み

ん
な
で
創
る
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
住

み
よ
い
ま
ち
」
が
実
現
さ
れ
る
こ
と

を
願
い
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　
平
成
29
年
度
は
、
雇
用
環
境
の
改

善
が
続
く
中
、
各
種
施
策
の
効
果
な

ど
で
緩
や
か
に
景
気
が
回
復
し
た
年

で
あ
っ
た
。

　
歳
入
で
は
、
広
告
料
収
入
等
の
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
た
ほ
か
、
市

税
は
目
標
値
を
上
回
る
高
い
収
納
率

と
な
っ
た
。

　
歳
出
で
は
、
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
た
認
可
保
育
所
な
ど
の
施
設
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
等
の
開

催
に
向
け
、
機
運
醸
成
に
努
め
る
な

ど
、
各
種
施
策
が
実
施
さ
れ
た
。

　
今
後
も
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が

ら
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
市
民
生
活
の
向
上
、
市
政
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
、

本
決
算
に
賛
成
す
る
。

歳　　入

歳　　出

委
員
　
平
成
29
年
度
決
算
に

お
け
る
個
人
市
民
税
と
法
人

市
民
税
の
収
入
に
つ
い
て
は
、

景
気
の
動
向
や
雇
用
状
況
に

よ
り
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を

受
け
た
の
か
聞
き
た
い
。

市
民
税
課
長
　
個
人
市
民
税

の
均
等
割
に
つ
い
て
は
、
控

除
対
象
配
偶
者
が
減
少
し
、

均
等
割
を
課
さ
れ
た
納
税
義

務
者
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
28
年
度
と
比

べ
る
と
約
５
０
０
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
所
得
割
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
附
金
控
除
額
が
直
接
的
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
約
７
０
０
０
万
円
の
減

収
と
な
っ
て
い
る
。

　
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
特
定
金
融
機

関
に
お
け
る
株
式
関
連
の
運
用
益
が
増
加
し

た
こ
と
な
ど
で
、
利
益
の
上
が
ら
な
か
っ
た

法
人
の
減
収
分
を
補
う
形
に
な
っ
て
お
り
、

税
収
と
し
て
は
約
45
億
円
か
ら
50
億
円
が
確

保
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
　

　▲ラグビーのまち府中デーの様子

（
２
・
３
面
）

平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
　
平
成
29
年
度
か
ら
、
30
年

度
の
小
・
中
学
校
の
入
学
に
関
し

て
、
就
学
援
助
制
度
に
お
け
る
入

学
準
備
金
の
前
倒
し
支
給
を
始
め

た
と
聞
く
が
、
入
学
準
備
金
の
周

知
方
法
を
聞
き
た
い
。

教
育
部
次
長
　
小
学
１
年
生
に
な

る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
就
学
時

検
診
の
通
知
に
案
内
と
申
請
書
を

同
封
す
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
や

保
育
所
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を

掲
示
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

周
知
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
学
１
年
生
に
な
る
児

童
に
つ
い
て
は
、
小
学
６
年
生
時

に
就
学
援
助
制
度
の
申
請
を
し
て

い
る
場
合
、
小
学
校
を
通
じ
、
３

月
に
入
学
準
備
金
を
早
期
支
給
す

る
こ
と
を
周
知
し
て
お
り
、
そ
の

際
に
、
新
た
な
申
請
は
不
要
で
あ

る
こ
と
も
案
内
し
て
い
る
。

委
員
　
29
年
度
決
算
に
お
け
る
本
市
の
起
債

額
が
約
76
億
円
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
償

還
額
は
約
38
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
市
庁
舎
や
教
育
関
係
に
お
け
る
施

設
の
修
繕
等
が
増
え
て
く
る
と
思
う
が
、
市

は
市
債
の
借
入
額
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長
　
29
年
度
に
つ
い
て
は
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
や
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業
な
ど
の
大
規
模
事
業
を
行
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
一
時
的
に
借
入
額
に
つ
い
て

も
70
億
円
台
と
大
き
な
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

通
常
は
毎
年
30
億
円
前
後
で
推
移
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
後
年
度
負
担
へ
の
影
響
を
考
慮

し
、
償
還
額
を
40
億
円
前
後
で
維
持
で
き
る

よ
う
な
計
算
で
借
り
入
れ
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

委
員
　
平
成
29
年

度
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
が
ル
・
シ

ー
ニ
ュ
内
に
移
転

し
た
が
、
移
転
前

と
移
転
後
の
相
談

件
数
の
推
移
と
相

談
内
容
の
概
要
は
。

　
ま
た
、
移
転
に

際
し
て
ど
の
よ
う

な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
の
か
。

経
済
観
光
課
長
補
佐
　
相
談
件
数

の
推
移
に
つ
い
て
は
、
28
年
度
が

１
４
２
１
件
、
29
年
度
が
１
４
４

６
件
で
あ
り
、
25
件
の
増
加
と
な

っ
て
い
る
。

　
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
携
帯

電
話
等
に
よ
る
通
信
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

経
済
観
光
課
長
　
啓
発
活
動
に
つ

い
て
は
、
移
転
し
た
こ
と
を
お
知

ら
せ
す
る
啓
発
グ
ッ
ズ
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
ほ
か
、
自
治

会
回
覧
等
を
利
用
し
て
周
知
を
図

っ
て
い
る
。

委
員
　
ご
み
減
量

の
推
進
に
向
け
た

平
成
29
年
度
に
お

け
る
取
組
及
び
成

果
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

ご
み
減
量
推
進
課

長
補
佐
　
生
ご
み

減
量
を
図
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
を

購
入
す
る
際
の
補
助
率
を
２
分
の

１
か
ら
５
分
の
３
に
、
上
限
額
を

５
万
円
か
ら
６
万
円
に
引
き
上
げ
、

申
請
件
数
は
28
年
度
と
比
べ
49
件

増
加
し
た
。
ま
た
、
機
器
の
普
及

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
貸
出

し
は
、
33
件
の
申
請
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
７
件
が
購
入
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
剪せ
ん

定
枝
を
チ
ッ
プ

化
す
る
た
め
の
剪
定
枝
破
砕
機
貸

出
し
事
業
を
行
い
、
剪
定
枝
に
つ

い
て
は
、
７
２
３
キ
ロ
が
自
己
処

理
さ
れ
、
ご
み
減
量
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

委
員
　
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
府
中
の

推
進
に
向
け
、
平
成
29
年
度
は
ど

の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
た
の
か
聞

き
た
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
等
推
進
担
当
主
幹
　
チ
ー
ム
を

応
援
す
る
夏
休
み
親
子
バ
ス
ツ
ア

ー
や
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
府
中
デ
ー

な
ど
、
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
並
び
に

選
手
と
協
力
し
な
が
ら
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　
ま
た
、
取
組
を
発
信
す
る
媒
体

と
し
て
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
始
し
、
日
々
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
Ｒ

Ｕ
Ｇ
―
Ｃ
Ｈ
Ｕ
！
」
に
よ
り
、
ラ

グ
ビ
ー
の
ま
ち
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

ほ
か
、
ラ
グ
ビ
ー
を
テ
ー
マ
と
し

た
商
品
開
発
な
ど
、
よ
り
深
め
た

取
組
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会ラ

グ
ビ
ー
の
ま
ち
府
中
の

推
進
に
向
け
て
行
っ
た
取
組
は

小
・
中
学
校
入
学
準
備
金
の

周

知

方

法

は

平
成
２９
年
度
決
算
に
お
け
る

市
債
の
借
入
額
に
対
す
る
考
え
は

消費生活センター

移転後の相談状況は

個 人 市 民 税 と 法 人 市 民 税

景気の動向等による収入の影響は

ごみ減量推進事業

取組及び成果は


